









In May and September 2009, I participated in a language arts training course for 
teachers run by the Tsukuba Language Arts Institute.  In this paper, I report on 
















































































・ 物語  
台詞のないコマ漫画を使って物語を作る練習で、因果関係や5W1Hを意識し物語の構造を 
使って書けるようになるのが目的である。生徒がお互いの作品を読みくらべるのも、学習
上有効であるとのことであった。    
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しては、反論を述べやすい雰囲気を作ったり、反論を述べた生徒を誉めたりして、積極的
な議論を促すとよいだろう。 
 さらに、三森氏がすべてのステップで強調されたのが「書く」ことの重要性である。筆
者も議論しているときには理解したつもりでいたことが、書いてみると身についていない
という経験をした。指導する場合も、「再話」から始めて、ディスカッションの成果を書
かせるべきだと思った。一定の量の書く練習を経てはじめて、説明や分析のスキルを習得
できるのだと思う。研修中に配布された、言語技術教育を受けている小・中学生の小論文
の中には書く訓練を積み重ねた結果、複雑な解釈を明晰に文章化したものがあった。書く
ために議論を整理する過程で思考力が養われるのであろう。 
 指導者研修の内容は言語技術カリキュラムの速修コースのようなものであり、この研修
を受けたからといって、すぐに指導できるとは限らない。対話型の授業で成果を上げるに
は指導者が効果的に質問できなければならないし、特に絵の分析とテクストの分析では、
指導者の分析力が問われる。私自身はまだ指導できるレベルではないが、自分自身の言語
技術力の弱点を知り、指導上の数々の留意点を学べたのはきわめて有意義であった。 
 それでは、言語技術教育を大学で活かすにはどのようなやり方があるのだろうか。私は
フランス語教員として、言語技術教育を外国語教育に活かしたいと考え学び始めたが、最
近では、大学入学直後に学生たちに言語技術を集中的に学ばせる期間を設けた方が、外国
語を含むあらゆる分野における専門教育を効率よく行えるのではないかと考えている。本
来、講義を聴いて要点を理解する力、議論する力、テクストを分析的に読む力、レポート
や小論文を書く力は高等教育以前に養成されているべきものである。ところが現実には、
これらの能力の不足が目立つ学生が多い。本学の学生は初学者ゼミ等でレポートの書き方
や口頭発表の仕方を学ぶようにはなってきているが、言語運用能力だけに焦点を絞ってい
るわけではないので練習量が不十分である。私も言語技術の練習を部分的に授業に取り入
れてみたこともあるが、系統的にやらなければあまり効果はないと感じた。 
 三森氏の方法は、クリティカル・リーディングに至る道を細かいスキルに分け、パート
ごとにトレーニングして行く方法であるため、書くのが苦手な学生でも取り組める。ただ
し、各ステップで練習し添削してもらう必要があるので、大学でこのプログラムを実施す
るには、最低1学期15週の授業回数を充てなければならないだろう。しかし、組織的に取り
組む気になれば、一定数の指導者を育て、初学者ゼミの中に言語技術のみを扱ういくつか
のパイロットクラスを立ち上げることは実現不可能ではあるまい。本学の学生の学力を高
めるためには、時間と手間はかかっても言語技術教育のような地道な取り組みが肝要だと
思う。2011年度から大学における職業指導が義務化されるようだが、コミュニケーション
能力の養成こそが最も基本的な職業教育と言えるのではあるまいか。 
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 最後に、言語技術教育教員研修の概要を紹介した本報告をアドバイスにより締めくくり
たい。言語技術教育は初等･中等の教育課程から導入する方が望ましいので、小学校・中学
校・高等学校の教員の方々には組織の支援を受けて、ぜひこの教員研修を受けていただき
たいと思う。また、理系・文系を問わず若い大学教員の皆さんにもこの研修への積極的な
参加を勧めたい。自身が議論や論文作成をする際にも参考になるであろうし、今後の長い
教育者としての仕事にも必ずや触発されるものがあると思われるからである。 
  
 
 
